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 常任司教委員会  

 

■3 月定例常任司教委員会 

日 時  2017 年 3 月 9日（木）10：00－15：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 2 

出席者  委  員  7 人 

          事務局  7 人 

 

報 告 

1. 第 23 回日韓司教交流会司教準備会について 

日韓司教交流会の担当である前田万葉大司教から、3月 6日－7日に韓国司教協議会で行われた、本年 11

月 14 日－16 日に鹿児島教区を開催地として行われる第 23 回日韓司教交流会の事前準備会報告が行われ
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た。テーマの「高齢者と教会－深刻な格差社会の中で－」に合わせて講師や現地学習を検討していく。 

2. 2017 年度「司教のための社会問題研修会」について 

2017 年 12 月 15 日－16 日に「司教のための社会問題研修会」を開催することが社会司教委員会委員長の

浜口末男司教から報告された。 

3. 『いのちへのまなざし』【増補新版】発行について 

2016 年度臨時司教総会で承認を受けた『いのちへのまなざし』【増補新版】が 3月 8 日に納品となった。

司教団メッセージとして普及を図るため、通常の書籍販売の活動に加え、全国の教区事務局に発注と広

告を呼びかけたい意向が改訂委員会の宮原良治司教から報告された。 

4. 中央協議会口座の東日本大震災復興義援金残高について 

2 月 28 日現在の中央協議会口座の東日本大震災関連・義援金残高報告が行われた。義援金総額は

73,542,948 円、支出合計は、64,206,905 円、残高は 9,336,043 円となった。 

 

審 議 

1. 新福音化委員会から提案された「新福音化の集い」(仮称)について 

新福音化委員会から提案された「新福音化の集い」については、同委員会が主催者となり実施すること

を常任司教委員会として承認した。なお、同集いは、信徒による日常の信仰生活の分かち合いなどを通

じて、新福音化委員会が日本の福音宣教についてのメッセージを作成するための信徒の現状や考えを得

る機会として実施することを確認した。 

2. 司教団メッセージ「原子力発電の撤廃を」の各国の司教団・教会、一般社会への普及について 

司教団メッセージ「原子力発電の撤廃を」を日本の教会と社会、また世界各国の司教団・教会、社会に

広めるために、社会司教委員会から提案された事項を承認した。 

3. FABC 聖職者局主催のセミナー参加について 

2017 年 5 月 15 日－19 日にタイのホアヒンで開催される、FABC 聖職者局主催の「未成年者と弱い立場に

置かれた大人の保護に対するアジアにおける司教の責任」をテーマとしたセミナーについては、12 月の

常任司教委員会で参加が確定している松浦悟郎司教に加え、諏訪榮治郎司教、イグナシオ・マルティネ

ス師（通訳）が参加することを承認した。 

4. 2017 年 4 月以降の管理職人事について 

カトリック中央協議会事務局次長の嘉松宏樹師の後任となる大水文隆師の次長以外の管理職として、財

務部長と法人事務部長を 2017 年 4 月 1日付で宮下事務局長が任命することを承認した。 

 

 

 社会司教委員会  

 

■第 86 回社会司教委員会司教秘書合同会議 

日 時  2017 年 2 月 20 日（月）10：00－13：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 2 

出席者  15 人 

 

報 告  

1. 『回勅ラウダート・シ』『今こそ原発の廃止を』出版記念シンポジウム実施報告 

2. 『今こそ原発の廃止を』献本について 

3. 「出前研修」について 

4. FABC 聖職者局主催セミナー参加者について 

5. 各委員会・デスク活動予定と実施報告 
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審 議 

1. 「改憲問題対策部会」（仮称）について 

「改憲問題対策部会」（仮称）の設立にあたって、正義と平和協議会から具体的な報告があった。今後は

状況の報告をして、必要であれば社会司教委員会から常任司教委員会に諮る。 

2. 司教団メッセージ『今こそ原子力発電の撤廃を－福島原子力発電所事故から 5 年半後の日本のカトリ

ック教会からの提言－』を国内外に広めることについて 

同メッセージは、すでに英語、韓国語、ドイツ語、フランス語、イタリア語、ポルトガル語、スペイン

語の 7 言語に翻訳されている。社会司教委員会は国内外に同メッセージを広める手段および方法を検討

し、常任司教委員会に提案することにした。 

3. 「司教のための社会問題研修会」について 

12 月 15 日(金)－16 日(土)に開催を予定している同研修会のテーマは、2 月定例司教総会中の勉強会「戦

後日本の宗教と政治の関わり」に準じたものとする。具体的な内容は事務局でたたき台を作成する。 

4. 「シンポジウム」について 

昨年のシンポジウムに引き続き、今年度は大阪教会管区、長崎教会管区で開催する。定例司教総会中に

日時とテーマ、場所などを相談する。 

5. 2018 年度正義と平和全国集会について 

2018 年 11 月 23 日(金・祝)－25 日(日)に名古屋教区で開催することが決定している。社会司教委員会と

して、第 40 回目の正義と平和全国集会の見直しの提案が松浦悟郎司教（名古屋教区司教）より出された。

集会の名称も含めて各委員会・デスクで検討し、次回会議に持ち寄る。 

 

 

 典礼委員会  

 

■定例会議 

日 時  2017 年 3 月 13 日（月）10:00－14:30 

場 所  日本カトリック会館 会議室 3 

出席者  8 人 

欠席者  2 人 

 

報 告 

1. 教会音楽に関する国際会議について 

本年 3月 2日－4日に教皇庁文化評議会と教皇庁教育省が主催してローマで開催された国際会議＜Music 

and Church: Cult and Culture 50 years after Musicam Sacram＞に参加した秘書より報告が行われた。

掲記会議は 1967 年発行の「典礼音楽に関する指針」50 周年を記念して開催され、司教協議会や修道会

の代表・作曲家・音楽学者など約 350 人が参加した。50 年間で大きく変化した音楽文化における教会音

楽の位置づけや司祭・信徒の音楽面の養成の課題などが取り上げられた。 

2. 信条の旋律の公表について 

12 月に行われた臨時司教総会で承認されたニケア・コンスタンチノープル信条と使徒信条の新しい旋律

の使用は、2017 年 3 月 5 日（四旬節第 1 主日）からを予定していたが、諸事情により 4 月 16 日の復活

の主日に変更した。 

 

審 議 

1. 「性虐待被害者のための祈りと償いの日」のミサについて 

教皇フランシスコの呼びかけに応えて、日本司教団が四旬節第 2 金曜日を「性虐待被害者のための祈

りと償いの日」と定めたことを受け、この意向によってささげるミサの式文、朗読箇所などを確認し
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た。確定した式文は、本年の該当日である 3月 17 日に向けて、全国版として各教区に配信した。 

2. 2017 年度全国典礼担当者会議について 

前回会合での合意に基づき、本年 9 月 4 日－6 日に中軽井沢・御聖体の宣教クララ修道会で行われる掲

記会議の内容について意見交換を行った。全体のテーマを「典礼における司祭の役務と信徒の協力」と

し、合わせて司教を囲んで祭司職の一致をふさわしく表現する共同司式についても再確認する予定。次

回以降、引き続き具体的な検討を行う。 

3. 『ゆるしの秘跡』儀式書について 

前回会合で、日本語版『ゆるしの秘跡』儀式書の翻訳が不十分との指摘が出されていた。フランコ委員

より修正の必要な箇所などについて報告が行われ、それをもとに改訂に向けた準備を開始することを合

意した。 

 

次回定例会議  2017 年 5 月 15 日（月）10：00－15：30  日本カトリック会館 

 

 

 カリタスジャパン  

 

■第 2 回事務局会議 

日 時  2017年 3月 10日（金）9：00－12：00 

場 所  日本カトリック会館  会議室4 

出席者  8人 

 

報 告 

 カリタスジャパン各部会ならびに事務局より報告があった。 

 

審 議 

1. カリタスのロゴマーク使用規定および使用範囲について 

国際カリタスの基準を踏まえた上で確認した。 

2. 社会司教委員会より意見聴取の呼びかけがあった 2018 年度正義と平和全国集会名古屋大会への、参加

と協力について検討した。 

3. 9 月開始を予定している国際カリタスの新キャンペーンへの対応について協議した。関連する委員会

にも協働を呼びかける。 

4. 戦略計画アクションプラン策定会議に向けて、当日検討する項目を確認し、たたき台を作成した。 

 

次回日程  2017年 5月 25日（木）14:00－ 17:00  日本カトリック会館 

 

 

■第 2 回援助審査会会議 

日 時  2017年 3月 14日 （火）13:00－16:00 

場 所  日本カトリック会館  会議室4 

出席者  6人 

 

審 議 

1. 一般援助審査 計 22 件（国内一般 3、国内災害 8、海外一般 11）を審査、以下 9件を承認、5 件（国

内一般 2、海外 3）を次回援助部会へ付託、2件（国内一般 1、海外 1）を保留、6 件（海外）を却下とし

た。 



- 5 - 

(1)きょうされん「熊本地震支援活動」（金額は 3月末決算後確定） 

(2)大船渡ベース「東日本大震災復興支援 2017 年度」10,906,988 円 

(3)米川ベース「東日本大震災復興支援 2017 年度」11,098,868 円 

(4)大槌ベース「東日本大震災復興支援 2017 年度」18,887,279 円 

(5)カトリック東京ボランティアセンター「福島県内外における被災避難者への支援システム構築７年

次」36,544,306 円 

(6)カリタス釜石「被災地復興支援事業」34,319,236 円 

(7)さいたま教区サポートセンター「福島県いわき市仮設住宅支援」2,943,325 円 

(8)仙台教区サポートセンター「東日本大震災復興支援 2017 年度」25,546,681 円 

(9)ミャンマー「カリタスミャンマー総会経費」1,000 US ドル 

2. 国際カリタス緊急支援要請(Emergency Appeal/EA) 以下 4件の支援を決定した。 

(1) ヨルダン「シリア・イラク難民、ヨルダン人困窮者支援（EA05/17）」10,000 US ドル 

(2) チリ「森林火災緊急・復興支援（EA06/17）」10,000 US ドル 

(3) ブルンジ「食糧危機緊急支援（EA07/17）」10,000 ユーロ 

(4) コンゴ民主共和国「ブルンジ難民、南スーダン難民、帰還者緊急支援（EA08/17）」10,000 US ドル 

 

次回日程  2017 年 5 月 9日（火）13：00－16：00  日本カトリック会館 

 

 

 正義と平和協議会  

 

■全国会議 

日 時  2017 年 2 月 24 日（金）18：30－26 日（日）12：30 

場 所  YMCA アジア青少年センター（東京・千代田区） 

出席者  会長、秘書、委員、教区担当者、修道会担当者など70人 

 

内 容 

今年度は会議のテーマを「社会の中で福音を生きる 信仰をわたしたちの生活に根付かせるために」とし

て、現在の社会問題の中から三つの課題「原発」「改憲」「沖縄」ごとに事前に参加者から希望をとり、グ

ループに分かれて討議、分かち合い、自分たちに何ができるかなど話し合った。 

初日は出会いのプログラムで、勝谷太治会長がイニシアチブをとり、ゲームを通して、異なる意見の人と

納得し合える答えを見つけていくプロセスを体験した。二日目は、午前中に香山リカさん（立教大学教員）

より「改憲、沖縄、原発」のテーマで、今日の危機的な状況のもとわたしたち宗教者の役割は何か、精神医

学の立場から発題があった。午後のグループ討議では、香山さんの発題を受けこれからわたしたちが具体的

に何をしていかなければならないのかを、テーマごとに話し合った。三日目の全体会では、グループの話し

合いの結果を発表した。 

 

 

■事務局会議 

日 時  2017 年 3 月 13 日（月）14：00－17：00 

場 所  日本カトリック会館  会議室 2 

出席者  7 人 

 

報 告 

1. 地上の平和学校（1月 25 日） 

2. 部会（死刑廃止を求める部会、平和のための脱核部会）から 
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3. 外部の会議、委員会参加について 

平和を実現するキリスト者ネット、内閣府要請行動・院内集会、日本キリスト教協議会各委員会など 

4. 「共謀罪」反対・憲法改悪阻止をめざす宗教者・信者全国集会（2017 年 5 月 31 日）賛同報告 

 

審 議 

1. 改憲対策部会（仮称）について検討した。 

活動は福音的な立場に立って、改憲問題について信徒向けの啓発活動を行う。ナショナリズム、信教の

自由などについても視野に入れる。司教団、正義と平和協議会に対して、提言などを行う。コアメンバ

ーと有識者で組織する。次回定例委員会で具体案を提案する。 

2. 全国会議の反省と振り返りを行った。 

3. 次回定例委員会（4月 20 日）の議案を検討した。 

 

 

■いのちの光 3・15 フクシマ 

日 時  2017 年 3 月 15 日（水） 

場 所  カトリック原町教会（仙台教区） 

 

主 催 「いのちの光 3・15 フクシマ」実行委員会 

協 力  日本カトリック正義と平和協議会、カトリック正義と平和仙台協議会 

 

東京電力福島第一原子力発電所で起きた水素爆発の日を記念して、毎年 3 月 15 日行われる祈りの集会。日

本カトリック正義と平和協議会は、その開催に協力してきた。今年は、ミサ説教を正義と平和協議会平和の

ための脱核部会部会長光延一郎師（イエズス会）が行い、核技術が福音に反するものであることを訴えた。 

 

 

 部落差別人権委員会  

 

■事務局会議 

日 時  2017 年 1 月 12 日（木）11：00－16：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 5 

出席者  6 人 

 

報 告 

1. 2016 年度第 5回事務局会議（11 月 9日） 

2. 2016 年度第 4回定例委員会（12 月 9日） 

3. 大阪教会管区部落差別人権活動センター 

  1 月 8 日－9日に対話集会を行った。 

4. その他 

・管区長協議会から派遣されている本間研二師（イエズス・マリアの聖心会）が委員を退任し、鈴木信

一師（パウロ会）に交代する。 

・「部落差別の解消に関する法律」が 12 月に可決成立した。「部落差別」の存在が明記されているなど画

期的な法律だが、ほとんど知られていない。 

 

審 議 

1. 2017 年度計画の具体化 
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1)合宿 

初夏合宿 

    6 月 5 日－6日、国立ハンセン病療養所「栗生楽泉園」（群馬・吾妻郡）での開催を検討する。 

昨年 2016 年の聖公会の「謝罪声明」をテーマとする予定。 

秋季合宿 

11 月 3 日－4日、名古屋教区での開催が決まった。具体的な開催地、内容などは今後検討する。 

2)シンポジウム 

   テーマは「ハンセン病家族訴訟」、開催地は大阪で行う。シンポジウムでは①当事者②全体の解説をす

る人③カトリック、福音の視点から話す人の三者に登壇を依頼する。候補者への打診を進める。 

3)全国会議 

   テーマ案は「なぜカトリック教会が部落差別問題にかかわるのか」。参加者に事前に質問や気になるこ

とを出してもらい、それをもとに内容を詰めることなどを計画している。 

4)「初めての方向けの資料」の作成 

   定例委員会や全国会議などで事前に質問や気になっていることを出してもらいそれをまとめる。 

2. 今年は「部落差別人権委員会のこれまでの歩みを振り返る」ことを、一つのテーマに活動する。  

3． 「相模原障がい者殺傷事件」について 

  ニュースレターに関連の記事を掲載する。 

 

 

■定例委員会 

日 時  2017 年 2 月 13 日（月）11：00－16：00 

場 所  日本カトリック会館 マレラホール 

出席者  15 人 

欠席者  2 人 

 

報 告 

1. 委員交代 

本間研二師（イエズス・マリアの聖心会）が修道会管区長協議会の役員になり委員を退任し、管区長協

議会会長の柴田弘之師（アウグスチノ会）が代理出席した。次回からは後任の委員が出席する。 

2. 2016 年度第 4回定例委員会（12 月 9日) 

3. 各教区の報告 

大阪、長崎、さいたま、東京、大分の各教区の活動状況などが報告された。 

4. 第 31 回人権啓発研究集会が名古屋で開かれ、複数の委員が参加した。 

 

審 議 

1. 初夏合宿 

6 月 5 日－6 日に草津・国立ハンセン病療養所栗生楽泉園での開催が承認された。 

初日は日本聖公会・木村直樹司祭による「ハンセン病回復者と家族への謝罪声明」の話、二日目は園内

の「重監房資料館」見学、フィールドワークなどを行う予定。 

2. 全国会議 

「なぜカトリック教会が部落差別問題にかかわるのか」をテーマに行うことが承認された。 

3. 2017 年度事業計画について  

1）シンポジウム 

ハンセン病家族訴訟をテーマに、9月 18 日もしくは 10 月 9 日に大阪サクラファミリアで開催する。 

  2）出前研修 

   山上卓樹(被差別部落出身の自由民権運動家、カトリック信者)をテーマにした研修メニューを検討す
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る。 

  3）「初めての方向けの資料」 

   Q＆A 形式などの工夫をする。全国会議や定例委員会で質問や疑問などを募る。 

  4）今年は「部落差別人権委員会のこれまでの歩みを振り返る」を意識して活動を行う。  

 

 

 子どもと女性の権利擁護のためのデスク  

 

■事務局会議 

日 時  2016 年 12 月 6 日（火）15：00－17：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 4 

出席者  5 人 

 

報 告 

1. 2017 年度の予定 

対応会議   1 月 16 日(月) 10：00－14：00 日本カトリック会館 

定例会議   1 月 16 日(月) 14：00－17：00 日本カトリック会館 

事務局会議  1 月 16 日(月) 17：00－19：00 日本カトリック会館 

講演会    3 月  4 日(土) 14：00－17：00 カトリック北十一条教会（札幌教区） 

2. 2016 年度全国教区担当者の集いのアンケート結果 

3. 司教団メッセージ「性虐待被害者のための祈りと償いの日の設定にあたって」 

 

審 議 

1. 2016 年 12 月 14 日に開催される社会司教委員会出版記念シンポジウムの会場で配布する資料の検討 

2. 「性虐待被害者のための祈りと償いの日」に向けての取り組み 

3. デスクの課題について 

4. FABC 主催セミナーの参加について 

5. 次回定例会議（2017 年 1 月 16 日）の議案の検討 

 

 

■第 40 回定例会議 

日 時  2017 年 1 月 16 日（月）14：00－17：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 3 

出席者  11 人 

 

報 告 

1. デスクの役割について共通確認 

2. デスクに入った主なケースの報告 

3. 社会司教委員会「出前研修」の講師派遣について 

 

審 議 

1. 「性虐待・性暴力」についての神学生養成 

相談を受ける側である司祭自身が受け止めきれない現実もあり、今後デスクとしてどのようなアプロー

チが必要か検討した。神学校のカリキュラム編成については司教団の理解が必要であるとの認識は一致

した。 
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2. 霊的指導者の養成について 

性虐待・性暴力の加害司祭の回復プログラムについて、日本の教会としてどのような可能性があるか意

見交換を行った。まずは、性虐待・性暴力に対応できる専門家のリストを作成し、霊的指導者を養成す

るための長期的プランを作成することにした。 

3. ロゴマークについて 

子どもと女性の権利擁護のロゴマークをつくるため、デザイナーの作品を集めて検討することになった。 

4. 2017 年度年間計画 

①2017 年 3 月 17 日(金)の「性虐待被害者のための祈りと償いの日」に向けて、ポスターとリーフレッ

トのデザインを検討した。2 月初旬に全国の教区事務所、小教区、修道会・宣教会、教育関係、福祉

施設、活動諸団体に送付する。 

②2017 年 7 月 14 日(金)－15 日(土)、教区担当者および対応委員会を対象としたフォローアップセミナ

ーを日本カトリック会館で開催する。 

 

 

■事務局会議 

日 時  2017 年 1 月 17 日（火）13：00－15：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 3 

出席者  5 人 

 

審 議 

1. 講演会 

2017 年 3 月 4日(土)、カトリック北十一条教会（札幌教区）において、難民移住移動者委員会と「最近

の日本のカトリック教会の動き」と題して、講演会を共催する。当デスクは、司教団メッセージ「性虐

待被害者のための祈りと償いの日の設定にあたって」の解説を行うことを決め、具体的な進め方につい

て打ち合わせをした。 

2. 全国フォローアップセミナー 

2017 年 7 月 14 日(金)－15 日(土)、日本カトリック会館にて開催する全国教区担当者フォローアップセ

ミナーの内容について打ち合わせを行った。 

 

 

■第 41 回定例会議 

日 時  2017 年 3 月 17 日（金）14：00－17：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 2 

出席者  11 人 

 

報 告 

1. 講演会 

2017 年 3 月 4日(土)にカトリック北十一条教会（札幌教区）において、講演会「最近の日本のカトリッ

ク教会の動き」を難民移住移動者委員会と共催した。参加者は約 100 人。司教団メッセージ「性虐待被

害者のための祈りと償いの日の設定にあたって」に基づき、スライドを使って歴代教皇の発言や日本の

司教団の取り組みを紹介するとともに、子どもと女性の権利擁護のためのデスクが過去に行ったアンケ

ートの結果を報告。また、「聖職者による子どもへの性虐待に対応するためのマニュアル」に沿った対応

を図解でわかりやすく解説した。最後の「祈りの集い」では参加者全員が「被害者の声」に耳を傾け、

ひとり一人が祈りのうちに記したカードを祭壇に奉納した。 

2. 「出前研修」の予定 

3 月 23 日(木)の名古屋教区司祭研修に、事務局の喜代永文子を講師として派遣する。 
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6 月 20 日(火)－22 日(木)の福岡教区司祭研修に、中島幸子委員を講師として派遣する。 

3. FABC（アジア司教協議会連盟）主催セミナーの参加 

5 月 15 日－19 日、タイにおいて「未成年者と弱い立場に置かれた大人の保護に対するアジアにおける司

教の責任」をテーマにしたセミナーに、松浦悟郎司教（名古屋教区長）と諏訪榮治郎司教（高松教区長）

が参加する。通訳としてイグナシオ・マルティネス師（社会福音化推進部長）が同行する。 

4. 2016 年度決算報告について 

5. 2018 年正義と平和全国集会名古屋大会の開催予定について 

2018 年 11 月 23 日(金・祝)－25 日(日)に、名古屋教区において同大会が開催される予定である。これに

向けて社会司教委員会において提案が出された。社会司教委員会の傘下にある各委員会・デスクに正式

な依頼書を社会司教委員会が準備している。 

 

審 議 

1. 2017 年度全国フォローアップセミナーについて 

7 月 14 日(金)－15 日(土)、日本カトリック会館にて開催する教区担当者および対応委員会を対象とした

フォローアップセミナーのプログラムを検討した。講演とワークショップを取り入れ、実践に役立つも

のにする予定。3 月 9 日付で教区長および教区担当者あてに案内を送付し、現在申し込みを受け付けて

いる。締め切りは 5月 22 日。 

2. その他 

今後、教区担当者のメーリングリストを作成し、関係者が近隣で開催される研修会に参加できる体制を

整えていくことになった。 

 

 

 HIV/AIDS デスク   

 

■第 2 回 HIV/AIDS デスク会議 

日 時  2017年 3月 10日（金）13：30－15：20 

場 所  日本カトリック会館 会議室2 

出席者  7人 

 

報 告  

1. サポーター新規登録について 

横浜や京都のAIDS文化フォーラムに来場してデスクの存在を知ったという人のサポーター登録があった。 

啓発イベントに参加してきた成果とも言え、今後もできる限り参加していくことを話し合った。 

2. 社会司教委員会司教秘書合同会議の報告 

2 月 20 日に開催された会議の報告があった。 

3. 啓発グッズの発送について 

新規で、トートバッグやキーホルダーを希望する人がそれぞれ数名いたので発送した。 

4. アジア・太平洋カトリックHIV/AIDS連合会議コア会議について 

6 月下旬にミャンマーのヤンゴンで開催されることになった。 

 

審 議 

1. 小冊子の改定版について 

集まって審議するのではなく、メール上のやり取りで校正を進め発行し、勉強会に間に合わせる。 

2. トートバッグについて 
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前回の会議で審議した改良型トートバッグの見積もりを５社から取ったので、それらを検討した。しっ

かりした生地の物かどうか再度確認して話を進める。 

3. ニュースレターについて 

年 2回を目安に発行する予定。ホームページでも閲覧できるようにする。 

4. ホームページに掲載の「み言葉フォト」選び 

応募のあった数枚から、今までと違う雰囲気の画像を選んだ。少し時間をあけて更新する。 

5. 勉強会のちらしなどについて 

ちらし案を検討して修正を加え、講師本人に確認を取る。その後、講師の上司に派遣依頼を送る。 

デスク委員の関係先やデスクのサポーターにも案内を出す。 

 

次回日程  2017 年 5 月 10 日（水） 10:00－13:00  日本カトリック会館 

 

 

 中央協議会事務局  

 

■総務 

5 月会議予定 

9 日(火)      部落差別人権委員会定例委員会             日本カトリック会館 

 9 日(火)      カリタスジャパン援助審査会                   〃 

10 日(水)      難民移住移動者委員会事務局会議                 〃 

10 日(水)      HIV/AIDS デスク会議                       〃 

10 日(水)      難民移住移動者委員会定例委員会                 〃 

10 日(水)      正義と平和協議会事務局会議                   〃 

11 日(木)           常任司教委員会                         〃 

11 日(木)      社会司教委員会事務局会議                    〃 

11 日(木)      社会司教委員会司教秘書合同会議                 〃 

15 日(月)      典礼委員会定例会議                       〃 

22 日(月)      難民移住移動者委員会船員司牧(AOS コア会議)           〃 

25 日(木)        カリタスジャパン教区担当者実行委員会                        〃 

25 日(木)        カリタスジャパン事務局会議                             〃 

29 日(月)         子どもと女性の権利擁護のためのデスク定例会議          〃 

 

 

 

 

 

<会報 2017 年 5月号 公文書> 

 

 2017 年世界青年の日 教皇メッセージ  

 

2017 年第 32 回「世界青年の日」教皇メッセージ 

「力あるかたが、わたしに偉大なことをなさいましたから」（ルカ 1・49） 
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親愛なる若者の皆さん 

 わたしたちは、あの盛大なクラクフ大会で「いつくしみの特別聖年」における第 31 回「世界青年の日」と

「若者の聖年」を祝った後、今ここで再び歩み始めます。わたしたちは現代の課題に具体的に対処するため

に、神のいつくしみの使徒である聖ヨハネ・パウロ二世と聖ファウスティナ・コヴァルスカの導きに身をゆ

だねました。そして、兄弟愛と喜びにあふれる力強い体験をし、希望のしるしを世界に示しました。さまざ

まな国旗と言語は争いと分裂の原因ではなく、わたしたちの心の扉を開き、架け橋を築く機会となっていま

した。 

 

 わたしはワールドユースデー・クラクフ大会の閉幕にあたり、わたしたちの巡礼の次の目的地は 2019 年の

パナマ大会であると、神の助けのもとに宣言しました。あらゆる世代の人々から幸いなかた（ルカ 1・48 参

照）と呼ばれるおとめマリアが、わたしたちのこの旅に寄り添ってくださいます。今回のわたしたちの旅は、

真福八端に焦点を当てた前回の旅と結びついていますが、さらに前に進むよう促しています。わたしは、若

者の皆さんが過去を「思い起こす」だけでなく、今現在、「勇気」をもち、未来に向けて「希望」を抱いて歩

むよう心から願っています。この姿勢は、ナザレの若きおとめマリアがたえず示していたものであり、今後

3 年間の「世界青年の日」のテーマにはっきりと表れています。今年（2017 年）は、「マリアの賛歌（マニフ

ィカト）」の中で「力あるかたが、わたしに偉大なことをなさいましたから」（ルカ 1・49）と唱えたマリア

の信仰について考えます。来年（2018 年）のテーマ「マリア、恐れることはない。あなたは神から恵みをい

ただいた」（ルカ 1・30）は、天使のお告げを受け入れる際におとめマリアが抱いていた、勇気あふれる愛を

黙想するよう促します。2019 年のワールドユースデーは、「わたしは主のはしためです。おことばどおり、

この身になりますように」（ルカ 1・38）という、天使に向けたマリアの希望にあふれる答えによって導かれ

ます。 

 

 教会は、世界代表司教会議（シノドス）を「若者、信仰、そして召命の識別」というテーマのもとに 2018

年 10 月に開催します。わたしたちは、若者の皆さんが現代社会の課題のただ中で、どのように信仰を生きて

いるかを話し合う予定です。また、皆さんが自らの召命を識別することにより、どのように人生計画を実現

していくかという問題にも取り組むつもりです。この召命は広い意味で、一般信徒として職業をもちながら

結婚するという召命と、奉献生活や司祭職への召命を含みます。ワールドユースデー・パナマ大会への歩み

とシノドスに向けた準備が密接に協力し合いながら進むよう望みます。 

 

現代社会には「ソファにばかりいる若者」は必要ありません。 

 ルカによる福音書によれば、マリアは天使からお告げを受け、救い主の母となるよう求める呼びかけに「は

い」と答えるや否や、いとこのエリサベトのもとを訪れるためにいそいで出かけます。エリサベトは身ごも

ってから 6か月経っていました（1・36、39 参照）。マリアはまだ年若い娘です。彼女に告げられたことは偉

大なたまものですが、大変な試練も伴っていました。主はご自分が確かに現存し、彼女を支えることを約束

しましたが、マリアの意識と心の中では多くのことがいまだに不明瞭でした。それでもマリアは家の中に閉

じこもることも、恐れやプライドによって縮こまることもありません。マリアは、安全で居心地のよいソフ

ァを必要とするようなタイプの人ではありません。マリアは「ソファにばかりいる若者」ではないのです（前

晩の祈りでのあいさつ、クラクフ、2016 年 7 月 30 日参照）。年老いたいとこが助けを求めれば、マリアはた

めらうことなくすぐに出発します。 

 

 エリサベトの家は 150 キロほど離れた遠方にありました。しかし聖霊に導かれたこのナザレの娘を阻むも

のはありません。もちろん、旅をする日々のおかげでマリアは、自分自身が参加しているすばらしい出来事

を深く考えることができました。ですからわたしたちも同じように、巡礼に出かけるたびに、自分自身の人

生の出来事を道すがら思い巡らし、その意味を熟考し、自らの召命について深く考えるのです。その召命は

神と出会い、他者に奉仕する中で、後に明らかになります。 
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力あるかたが、わたしに偉大なことをなさいましたから。 

 この若い娘と年老いた女性との出会いは、聖霊に満たされ、喜びと驚きにあふれていました（ルカ 1・40

－45 参照）。この二人の母親も、胎内の子と同様、喜んで踊り出しそうでした。エリサベトはマリアの信仰

に心を打たれ、驚きの声をあげます。「主がおっしゃったことは必ず実現すると信じたかたは、なんと幸いで

しょう」 （45 節）。そうです。おとめマリアが受けた偉大なたまものの一つは信仰です。神を信じることは

はかりしれないたまものですが、それは受け入れることを必要とします。それゆえエリサベトはマリアを祝

福し、マリアは「マリアの賛歌」を歌ってそれにこたえているのです（ルカ 1・46－55 参照）。「力あるかた

が、わたしに偉大なことをなさいましたから」（49 節）ということばは、この歌の中にあります。 

 

 

 「マリアの賛歌」は、一人の信仰あふれる若者による革新的な祈りです。マリアは自分の限界を認め、神

のいつくしみを信頼しています。この勇敢な娘は、神が身分の低い自分に目を留めてくださり、貧しく謙遜

な人々のために救いのわざを行ってくださることに感謝しています。信仰はマリアの全生涯の中心です。マ

リアの歌は、主のいつくしみがわたしたち一人ひとりと全人類の歴史を動かす原動力であることを理解する

助けとなります。 

 

 神が若者の心に触れると、その若者は真に偉大なことができるようになります。全能の神がマリアの人生

においてなし遂げた「偉大なこと」は、わたしたち自身の人生の旅路にも当てはまります。それは意味もな

くさまよう旅ではありません。この旅はあらゆる不安や苦しみを伴っていますが、神において完成します（「お

告げの祈り」でのことば、2015 年 8 月 15 日参照）。皆さんはわたしにこう言うかもしれません。「教皇様、

わたしには限界があります。わたしは罪人です。わたしに何ができるでしょう」。主はわたしたちに呼びかけ

るとき、わたしたちの今の姿や、これまでやったことだけをご覧になるのではありません。そうではなく、

わたしたちに呼びかけるとき、わたしたちができることを、わたしたちが差し出すことができる愛をすべて

見ておられます。皆さんも若いマリアと同じように、自分の人生を、世界をよりよくするための道具にする

ことができます。イエスは人生に足跡を残すよう呼びかけています。それは皆さん自身の歴史だけでなく、

他の多くの人々の歴史にも残る足跡なのです（前晩の祈りでのあいさつ、クラクフ、2016 年 7 月 30 日参照）。 

 

若さとは、過去と分断されていることではありません。 

 マリアは多くの皆さんと同様、一人の青年期の若者です。それでもマリアは、自らが属する民とその歴史

を「マリアの賛歌」の中でたたえています。このことは、若さとは過去と分断されていることではないこと

を物語っています。わたしたち個人の歴史は、何世紀も前から続いている共同体の歩みという長い旅のりの

一部です。マリアと同じように、わたしたちも一つの民の一員です。たとえ嵐の海を航海していても、神の

手が教会を導き、困難を乗り越えさせてくれることを、教会の歴史は教えています。教会における真の体験

は、人々が申し合わせて何かをした後に解散するという、「フラッシュモブ」のようなその場限りの体験とは

違います。教会は、世代から世代へと伝えられた長い伝統を受け継いでいますが、各個人の体験によってさ

らに豊かになります。皆さんの歴史も、教会の歴史の一部なのです。 

 

 過去を思い起こすことは、神がわたしたちのうちに、わたしたちを通してなさろうとしている新しいこと

がらを受け入れるためにも役立ちます。それはまた、神の救いの計画のために働く道具として選ばれたこと

に、心を開く助けにもなります。もし皆さんが、自分自身の人生の中で、神がいつくしみ深い偉大なわざを

行っておられることを認めるなら、若者の皆さんも偉大なこと成し遂げ、大きな責任を担うことができるで

しょう。 

 

 皆さんにいくつか質問したいと思います。人生の中の出来事や体験をどのように記憶に「残して」います

か。皆さんの記憶に刻まれた出来事や印象をどのように扱っていますか。とりわけ人生のある段階で傷つい

た皆さんは、自分自身の過去を「リセット」し、忘れる権利を行使したいと思っているでしょう。しかし思
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い起こしてください。過去をもたない聖人はいませんし、未来のない罪人もいません。真珠は真珠貝にでき

た傷から生まれます。イエスはご自分の愛によってわたしたちの心をいやし、わたしたちの人生を真の真珠

に変えることができます。聖パウロが記しているように、力は弱さの中でこそ十分に発揮されるのです（二

コリント 12・9 参照）。 

 

 しかしわたしたちの思い出は、ハードディスクの中の記憶のように、集約されたままの状態にしておくも

のではありません。また、バーチャル空間の「クラウド」にすべてを保存しておくこともできません。わた

したちは過去の出来事を生き生きとした現実に変え、その現実を思い巡らし、そこから現在と未来に向けた

教えと意味を学ぶすべを身につけなければなりません。わたしたちの存在全体を結びつけている神の愛の糸

を見つけるのは、難しいことですが、必要なことなのです。 

 

 若者は軽率で浅はかであるという人が大勢います。わたしは決してそうは思いません。しかしわたしたち

は、自分の人生を振り返り、それを未来に反映させる力を今、取り戻す必要があることを認めなくてはなり

ません。過去があるということは、歴史があることと同じではありません。わたしたちの人生には多くの思

い出がありますが、そのうちのいくつが、わたしたちの記憶を真に形作っているでしょうか。わたしたちの

心にとって重要で、わたしたちの存在に意味を与える思い出がどれほどあるでしょうか。「ソーシャルメディ

ア」には多くの若者の顔写真が掲載され、多かれ少なかれ実際の出来事を伝えています。しかし、そのうち

のどれほどの情報が、「歴史」すなわち目的と意味をもって語り継がれる経験であるのかは分かりません。テ

レビ放送には「リアリティー番組」といわれるものが多くみられます。しかしそれらは実在する歴史ではな

く、一つのテレビカメラの前で、目的もなく日々を暮らす人々が数分間行ったことに過ぎません。このよう

な偽造された現実に惑わされないでください。自らの未来を自分で決めて、自分自身の物語の主人公になっ

てください。 

 

どうしたら、マリアの模範に従い、互いに結びついていられるでしょうか。 

マリアは、それらの出来事をすべて心に納めて思い巡らしていた（ルカ 2・19、51 参照）と聖書に記され

ています。このナザレの素朴な娘は、人生に起こったことを記憶に留めるだけでなく、その記憶の断片を寄

せ集め、一つのモザイクを作り上げるように再び組み合わせることを、自らの模範を通してわたしたちに教

えています。具体的にはどうしたらよいでしょうか。皆さんにいくつか提案したいと思います。 

 

 毎日、その日の終わりに、よかったこと、問題点、うまくいったこと、失敗したことを思い起こすための

時間を数分間、設けましょう。そうすればわたしたちは、神と自分自身の前で、感謝と悔い改めと信頼の念

を表すことができます。もし望むなら、ノートに記して、一種の霊的日記のようなものにすることもできま

す。これは人生の中で祈り、人生とともに祈り、人生について祈ることであり、主が皆さん一人ひとりのた

めになさっている偉大なことを知るために、必ず役立ちます。聖アウグスティヌスが述べているように、わ

たしたちは自分自身の記憶という広大な土地の中に神を見いだすことができるのです（『告白録』10 巻 8章

12 参照）。 

 

 「マリアの賛歌」を読むと、マリアがいかにみことばをよく理解していたかが分かります。その一節一節

が旧約聖書に即しています。イエスの若い母は、自らが属する民の祈りを熟知していました。もちろん、彼

女の両親や祖父母が教えてくれたのです。信仰を世代から世代へと受け継ぐことは、なんと重要なことでし

ょうか。わたしたちの祖先から教えられた祈りと、「民間信心」と呼ばれる一般市民の文化に息づく霊性の中

には、宝が隠されています。マリアは自らが属する民の信仰の遺産を受け、その遺産によって自らの歌を作

り上げています。この歌は教会全体の歌でもあります。教会全体がマリアとともにその歌を歌うのです。ま

た、若者の皆さんが自分自身で「マリアの賛歌」を歌い、自らの人生を人類全体への贈り物としてささげる

ためには、歴史的な伝統と先人の祈りに結びついていることが欠かせません。そのためには、神のことばで

ある聖書を深く理解し、毎日聖書を読んで自分の人生と比べ合わせ、聖書の中で主が語りかけておられるこ
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とに照らして日々の出来事を読み解くことが不可欠です。祈りをささげ、聖書を祈りのうちに読めば（いわ

ゆる霊的読書）、たとえ人生の闇の中にいても、イエスが皆さんの心を燃え立たせ、皆さんの足取りを照らし

てくださるでしょう（ルカ 24・13－35 参照）。 

 

 マリアはまた、聖体に生かされて生きることをわたしたちに教えています。それは問題や障害だけを見つ

めるのではなく、感謝をささげ、賛美する心を育む姿勢です。移ろいゆく人生の中では、今日の願いが明日

には感謝の理由となります。したがって、皆さんがミサにあずかり、ときにゆるしの秘跡を受けることは、

頂点であると同時に出発点です。皆さんのいのちは、ゆるされるたびに新しくされ、全能の神への絶え間な

い賛美になります。「神の記憶を信頼してください。……神の記憶は優しいあわれみに満ちた心です。その心

は、わたしたちの中の悪の痕跡を『消す』ことに喜びを見いだします」（ワールドユースデー閉会ミサ説教、

クラクフ、2016 年 7 月 31 日）。 

 

 「マリアの賛歌」は、マリアが年老いたいとこのエリサベトと会ったときにマリアの心にわき上がった歌

であることを、わたしたちは考えてきました。エリサベトは、その信仰、鋭敏なまなざし、ことばによって、

おとめマリアが自らの内に神がなされた偉大なわざと自分自身に託された使命をさらに深く理解できるよう

助けました。皆さんはどうでしょうか。若者と高齢者との出会いはすばらしい宝の源であることを認めます

か。年老いた人々や皆さんの祖父母をどれほど大切にしていますか。皆さんは確かに、多くの夢を心に抱い

て「羽ばたきたい」と願っていますが、年配者の知恵と考え方も必要です。風を受けて翼を広げるためには、

自分のルーツを知り、先人からバトンを受け取ることが欠かせません。意義のある未来を築くためには、過

去の出来事を知って、それらに向き合わなければなりません（使徒的勧告『愛のよろこび』190、193 参照）。

若者には活力がありますが、年配の方々には記憶と知恵があります。マリアがエリサベトにしたように、年

配の方々や皆さんの祖父母に向き合いましょう。彼らは皆さんの気持ちを引きつけ、心を揺り動かすような

ことを語ってくれるでしょう。 

 

未来を築くための創造的な忠誠心 

 皆さんは確かにまだ若く、伝統を重要視することは難しいかもしれません。しかしこのことを十分認識す

ることは、伝統主義者になることとは違います。まったく違います。マリアが福音書の中で「力あるかたが、

わたしに偉大なことをなさいましたから」と答えたとき、マリアは「偉大なこと」は終わったのではなく、

今も起こり続けているといおうとしています。それは遠くかけ離れた過去のことをいっているのではありま

せん。過去を思い起こすことは、過去を懐かしんだり、歴史の中のある期間に執着したりすることではなく、

つねに本質に立ち返り、創造的な忠誠心をもって新しい時代を築くために、自分自身の起源を知ることです。

同じことを同じ方法で繰り返すよう仕向け、人々を麻痺させるような記憶をはぐくむことは問題であるだけ

でなく、だれのためにもなりません。皆さんの多くが、疑問や夢や願いをもちながらも、物事は変えられな

いという人々の声を拒否していることは、天からの贈り物です。 

 

 現在だけに価値を置く社会は、過去から受け継いだすべてのもの、たとえば結婚、奉献生活、司祭職など

の制度を軽視しがちです。それらは無意味で時代遅れなものと見なされてしまいます。人々はまるでリアリ

ティー番組の中にいるかのように、「開放的」な環境の中で目標も目的もなく生活するほうがよいと思ってい

ます。惑わされてはなりません。神はわたしたちの生活の地平をあらゆる方向に広げるために来られました。

神はより幸福な未来を築くために、過去を重んじることができるよう、わたしたちを助けてくださいます。

しかし、そのことは、神の呼びかけを聞き、それに応えるという、真の愛の体験を生きることによって初め

て可能になります。神の呼びかけよりほかに、わたしたちに真の幸せをもたらすものはありません。 

 

 親愛なる若者の皆さん、わたしはパナマへのわたしたちの巡礼と、次のシノドスへの準備の歩みを、祝福

されたおとめマリアの母なる取り次ぎにゆだねます。また、2017 年に行われる二つの重要な記念行事のこと

も忘れないでください。ブラジルのアパレシーダの聖母像発見 300 周年と、ポルトガルのファティマの聖母
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ご出現 100 周年です。わたしは神の助けのうちに、この 5月にファティマを訪れる予定です。ラテンアメリ

カと 2019 年ワールドユースデーの守護聖人の一人である聖マルチノ・デ・ポレスは、子としての愛のあかし

として、マリアに最高の花々をささげることを、日々のささやかな日課としていました。彼のように皆さん

も、自分自身の喜び、心配、不安をマリアにゆだね、聖母との友愛のきずなをはぐくんでください。皆さん

が後悔することは決してないと、わたしは確信しています。 

 

 ご自分の子どもたちに寄り添うために全世界で数多くの顔と名前をもっておられるナザレのおとめの執り

成しと助けによって、わたしたちが自らのうちに、自らを通して行われる神の偉大なわざを歌うことができ

ますように。 

 

フランシスコ 

バチカンにて 

2017 年 2 月 27 日 

悲しみの聖母の聖ガブリエルの記念日 
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